
奥大井 大札山
おおふだやま

と七ツ峰
ななつみね

 山行報告 

 

【日 程】 2019.3.31(日)～４.１(月)  両日とも晴れ 

【参加者】 CL 柘植 SL 鈴木憲 澤田路 安岡 渡辺純（記録） 

【行 程】 

3/31(日) 5:45 千葉駅発 6:10 津田沼発  10:45 大札山登山口 （しばし待機）11:25 登山開始 

12:00 大札山山頂 13:00 車道着 13:30 大札山登山口帰着 

4/01(月) 4:00 起床 5:10 川根温泉駐車場発 6:05 接岨大吊橋駐車場 6:20 駐車場出発 

6:45 七ツ峰登山口 7:00 一番鉄塔 10:10 七ツ峰山頂 10:55 益田山 

12:40 天狗石山山頂 15:10 駐車場着 21:10 千葉着 

 

南アルプス深南部エリアで大井川をはさむ山です 

【記 録】 

3/31(日)  当初予定は奥鬼怒の枯木山＆芝草山でしたが、寒気が入り不安定な天気の為、日程も土日か

ら日月に、また場所も４候補案（奥鬼怒、伊那谷、奥大井、御坂）の中から奥大井に変更。ギリギリまで

天気予報を検討し、最終的に確定したのは土曜日の午後でした。 

早朝千葉駅と津田沼駅でメンバーをピックアップして東名高速を西へ。途中富士山も大きく見えてきて 

天候回復の兆し！ 新東名を島田金谷 IC で降り、井川への道を途中でそれて南赤石林道を登り、大札山登

山口に到着。そこはあろう事か雪が降りしきっていました。これでは出られないので、車中で少し様子を

見ていると雲が切れて青空も見え始めたので出発することにしました。今日の山は 2～3 時間で周回出来

るとの事。しかし出発してしばらくするとまた雪が降りはじめ、雪は強くなったり弱くなったりを繰り返

します。山頂まではあっという間に到着。天気は悪いですがまだ時間も早いので予定通り周回する事に。

雪は水分が少なく途中の木々も雪化粧してとても綺麗でした。北尾根登山口から車道を歩き、駐車場へ戻

りました。宿泊地の道の駅川根温泉は去年１１月にも来ているので、勝手知ったる･･･で、テントを張る良

い場所も、お風呂も川根温泉ホテルでゆったり楽しめました。まずは道の駅の休憩所で湯上がりの乾杯！ 

続いて食堂で夕食、暗くなったので前と同じ所にテントを張り、７時半には消灯しました。 



  

雪の止むのを待って出発             よく整備された登山道を進む 

  

大札山の山頂はまた雪                下山につかった北尾根 

 

4/01(月) 朝は４時起床。お湯を注ぐだけのもので手早く朝食をすませ、テントを撤収。昨晩は星空で 

朝もスッキリ晴れています。今日の山は８時間位かかるそうなので気合いを入れて出発！接岨峡の駐車場

までは車で１時間半程で広い駐車場は我々のみ。七ツ峰登山口より登山開始。鉄塔を２つ過ぎ、急坂を登

ります。七ツ峰山頂は？ 山頂らしきピークはいくつかありましたが、やっと到着。今日は先が長いので

急ぎます。 

  

七ツ峰の登山口                  一気に七ツ峰の山頂 



益田山辺りから雲も多くなり、またしても雪がハラハラ。SL が「イヤな雲が出てきたね～」と気になる

発言。昨日と同じ不安が横切ります！ が…昨日ほどは降りませんでした。下の方に今日下山してゆく緑

のダム湖が綺麗に見えます。益田山の鞍部から急坂をどんどん登り、下山の分岐を過ぎて天狗石山をピス

トン。やっと天狗石山山頂に到着。特に眺望が良い訳ではありません。この辺の山は落葉していれば枝の

間から大無間山や南アルプスを見る事も出来ますが、夏の間は展望が利かないコースのようです。さああ

のダム湖を目指して下山。緩い下りなのでなかなか高度が下がらず時間がかかります。 

  

七ツ峰から天狗石山方面                天狗石山への縦走 

  

縦走路から七ツ峰を振り返る               天狗石山の山頂 

  

下山路から大無間山方面               あとわずかで湖上駅 



  

七ツ峰への登り尾根               湖上駅にちょうど列車が入線  

  

多くの観光客が乗降               線路のとなりに遊歩道が併設 

 

やっと大井川鉄道の湖上駅に到着。丁度のタイミングで列車が入線。ここはもう観光地で、写真を撮る

人、橋を渡る人で賑わっています。観光客に混ざって橋を渡ります。線路とは別に平行して人の渡る橋が

ちゃんとあるのです。鉄橋を渡っている時、青緑の湖と赤い橋のコントラストがとても綺麗！ 

やっと駐車場に到着です。近くの接岨峡温泉会館で汗を流し（ここは美肌の湯 アルカリ性でつるっとし

た感じ）帰葉しました。不安定な天候の中 なんとか奥大井の山々を満喫出来ました。 

ありがとうございました！ 

記録担当 ： 渡辺純子 


